
バ
ブ
ル
期
と
の

三
つ
の
類
似
点

　

企
業
の
売
上
高
経
常
利
益
率
は
過

去
最
高
の
水
準
ま
で
上
昇
し
て
き
た
。

製
造
業
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
性
と

収
益
率
が
弱
い
と
い
わ
れ
続
け
た
非

製
造
業
も
過
去
最
高
で
あ
る
（
図
表

１
）。
き
わ
め
て
堅
調
な
企
業
業
績

の
も
と
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
円
安

だ
け
」「
構
造
改
革
が
進
展
し
て
い

な
い
こ
と
が
景
気
回
復
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
典
型
的
な
論

調
は
否
定
で
き
よ
う
。

　

い
ま
の
日
本
経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ

ン
タ
ル
ズ
は
、
こ
こ
二
十
数
年
で
最

も
良
好
で
あ
り
、
１
９
８
０
年
代
後

半
の
バ
ブ
ル
期
と
比
較
し
て
も
類
似

点
が
目
立
つ
。
具
体
的
に
は
、「
労

働
需
給
の
引
締
り
」「
内
需
拡
大
を

求
め
る
米
国
政
権
の
圧
力
」、
そ
し

て
「
日
銀
の
金
融
引
締
め
の
遅
れ
」

の
三
つ
が
大
き
な
類
似
点
で
あ
り
、

日
本
経
済
は
内
需
拡
大
が
強
く
な
る

局
面
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
類
似
点
で
あ
る

労
働
需
給
の
引
締
り
を
み
る
と
、
失

業
率
が
３
％
程
度
ま
で
低
下
し
て
お

り
、
企
業
の
雇
用
不
足
感
が
賃
金
の

上
昇
や
省
力
化
・
効
率
化
へ
の
投
資

を
促
し
始
め
て
い
る
。
新
年
度
入
り

後
の
雇
用
確
保
に
苦
戦
す
る
企
業
が
、

と
く
に
非
製
造
業
や
中
小
企
業
で
み

ら
れ
始
め
た
。
今
年
の
春
闘
の
賃
金

伸
び
率
は
、
中
小
企
業
が
大
企
業
を

現
在
と
１
９
８
０
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
期
の
日
本
経
済
を
比
較
す
る
と
、
類
似
点
は
大
き
く
三
つ
あ

る
。
失
業
率
が
３
％
を
下
回
っ
た
労
働
需
給
の
引
締
り
、米
国
か
ら
の
内
需
拡
大
を
求
め
る
圧
力
、そ

し
て
日
銀
の
金
融
引
締
め
の
遅
れ
だ
。
一
方
で
、
決
定
的
な
相
違
点
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
企
業

の
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
過
去
最
低
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
マ
ネ
ー
の
拡
大
す
る
力
が
圧
倒
的
に
弱

い
こ
と
だ
。
バ
ブ
ル
期
と
比
較
し
て
違
和
感
を
生
む
相
違
点
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
策
で
正
し
て

や
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
消
滅
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
の
資
金
需
要
を
復
活
さ
せ
る
ほ
ど
に
財

政
を
拡
大
し
、
人
々
に
や
さ
し
い
財
政
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
だ
。
景
気
拡
大
の
促
進
に
刺
激
さ
れ

た
企
業
が
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
拡
大
す
れ
ば
、
デ
フ
レ
を
完
全
に
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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分
裂
騒
動
の
経
緯

　

８
月
１
日
の
分
裂
騒
動
が
一
段
落
し
た
「
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
（
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）」
が
最
高
値
を
更
新
し
続
け
て

い
る
。
８
月
１
日
に
は
１
Ｂ
Ｔ
Ｃ
＝
30
万
円
程
度
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
に
グ
ン
グ
ン
と
上
値
を
追
い
、
８

月
15
日
時
点
で
は
１
Ｂ
Ｔ
Ｃ
＝
50
万
円
程
度
に
ま
で

値
を
上
げ
て
い
る
。
分
裂
騒
動
が
落
ち
着
い
た
こ
と

に
加
え
、
８
月
９
日
に
分
裂
騒
動
の
発
端
と
な
っ
て

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、

投
機
筋
の
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
分
裂
騒
動
の
発
端
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
コ
ー
ド
を
書
く
「
コ
ア
開
発
者
」
と
、
取
引
承
認

を
行
う
「
採
掘
業
者
（
マ
イ
ナ
ー
）」
の
対
立
に
あ

る
（
注
）。
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
分
散
台

帳
シ
ス
テ
ム
（
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
）
で
は
、
一
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
複
数
の
取
引
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
取
引
増
加
に
よ
っ
て
分
散
台
帳
シ
ス
テ
ム

の
処
理
速
度
が
低
下
し
、
そ
の
対
応
策
を
巡
り
両
者

の
意
見
が
激
し
く
対
立
。
コ
ア
開
発
者
は
取
引
デ
ー

タ
の
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更

（
Ｓ
ｅ
ｇ
Ｗ
ｉ
ｔ
）
に
よ
っ
て
対
応
す
る
よ
う
主
張

し
た
の
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ー
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
サ
イ
ズ

自
体
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
。

　

解
決
策
が
決
ま
ら
ず
、
コ
ア
開
発
者
側
は
８
月
１

日
に
反
対
派
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
強
制
的
に
Ｓ
ｅ

ｇ
Ｗ
ｉ
ｔ
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
強
行
突
破
の
動
き

を
み
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

取
引
所
な
ど
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
米
デ
ジ
タ
ル
・

カ
レ
ン
シ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
バ
リ
ー
・
シ
ル
バ
ー
ト

Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
、
Ｓ
ｅ
ｇ
Ｗ
ｉ
ｔ
の
導
入
と
ブ
ロ
ッ
ク
サ

イ
ズ
を
現
在
の
１
Ｍ
Ｂ
か
ら
２
倍
に
す
る
折
衷
案
を

提
案
し
、
こ
れ
に
多
く
の
マ
イ
ナ
ー
や
取
引
所
な
ど

が
合
意
。
コ
ア
開
発
者
側
の
強
行
突
破
に
よ
る
分
裂

は
回
避
さ
れ
た
。
他
方
で
、
７
月
下
旬
、
中
国
の
大

手
マ
イ
ナ
ー
が
突
如
、
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ズ
を
８
Ｍ
Ｂ

ま
で
大
き
く
す
る
「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
キ
ャ
ッ
シ
ュ

（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）」
を
８
月
１
日
に
誕
生
さ
せ
る
と
宣
言
。

結
果
的
に
分
裂
が
起
こ
り
、
既
存
の
Ｂ
Ｔ
Ｃ
か
ら
新

た
な
仮
想
通
貨
Ｂ
Ｃ
Ｃ
が
誕
生
し
た
。

「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」

を
不
安
視
す
る
向
き
も

　

分
裂
騒
動
の
直
前
に
は
混
乱
も
起
き
た
。
と
く
に
、

「
既
存
の
Ｂ
Ｔ
Ｃ
と
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
両
方
の
台
帳
に
コ
イ

ン
が
記
録
さ
れ
る
の
か
」「
記
録
が
混
在
し
て
し
ま

う
の
か
」「
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
ブ
ロ
ッ
ク
作
成
が
続
い
て
い

く
の
か
」
と
い
っ
た
点
が
懸
念
さ
れ
、
各
取
引
所
は

利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
８
月
１
日
前
後
に
預
入

や
送
金
と
い
っ
た
取
引
の
一
部
を
停
止
し
た
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
懸
念
は
杞
憂
に
終
わ
り
、
日
本

の
大
手
取
引
所
の
ビ
ッ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
で
は
「
Ｂ
Ｔ

Ｃ
と
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
（
台
帳
）
が
混

在
し
な
い
こ
と
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
で
確
認
で
き
た
」

（
加
納
裕
三
代
表
取
締
役
）
と
し
て
、
２
日
に
は
停

止
し
て
い
た
取
引
を
再
開
。
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
売
買
も
開
始

し
た
。
３
日
に
は
、
Ｂ
Ｔ
Ｃ
保
有
者
に
対
し
て
、
同

数
の
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
付
与
を
無
償
で
行
い
、
９
日
に
は
Ｂ

Ｃ
Ｃ
の
送
金
や
預
入
の
取
扱
い
を
開
始
し
て
い
る
。

他
の
取
引
所
に
お
い
て
も
、
大
き
な
混
乱
は
な
く
、

現
在
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
売
買
や
預
入
れ
・
引
出
し
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
出
資

先
で
も
あ
る
米
大
手
取
引
所
の
コ
イ
ン
ベ
ー
ス
で
は
、

当
初
Ｂ
Ｔ
Ｃ
保
有
者
に
対
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｃ
を
付
与
し
な

い
と
発
表
し
た
こ
と
で
利
用
者
が
激
減
。
す
ぐ
さ
ま

１
月
以
降
に
Ｂ
Ｃ
Ｃ
を
付
与
す
る
方
針
に
転
じ
る
と

い
う
事
態
も
起
こ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
初
値
は
、
１
Ｂ
Ｃ
Ｃ
＝
約
３
万
円
と
、

世
界
中
を
駆
け
巡
っ
た
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
分
裂
騒
動
。
８
月
１
日
に
は
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
か
ら

分
裂
し
た
「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
キ
ャ
ッ
シ
ュ
」
が
新
た
に
誕
生
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
特
段
の
混
乱

も
な
く
取
引
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
関
係
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
メ
イ
ン

の
仮
想
通
貨
で
は
あ
る
が
、
採
掘
に
係
る
収
益
性
に
よ
っ
て
は
そ
の
立
場
が
逆
転
す
る
こ
と
も

起
こ
り
う
る
。
今
後
も
同
様
の
分
裂
騒
ぎ
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
産
声
を
あ
げ
た
ば
か

り
の
仮
想
通
貨
が
発
展
す
る
過
程
に
お
い
て
分
裂
は
避
け
て
通
れ
な
い
道
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

分
裂
騒
動
が
一
段
落
し
た

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
行
方

6金融財政事情2017． 8．21



＜資料＞　主要金融機関の新社長・新頭取（2017年度）
（編集部調べ。７月31日現在。西暦）

■主　要　行■

金融機関名 新社長・新頭取 略歴（就任日） 前社長・前頭取

三井住友フ
ィナンシャ
ルグループ

國
く に べ

部　 毅
たけし 54年生。東京都出身。東京大学・

経済卒。76年住友銀行入行。99年
企画部部付部長（全銀協会長行室
長）、03年三井住友銀行執行役員財
務企画部長、06年常務執行役員経
営企画部長、09年取締役兼専務執
行役員、11年頭取兼最高執行役員。

（４月１日）

宮田　孝一
（取締役会長へ）

三井住友 
銀行 髙

たかしま

島　 誠
まこと 58年生。広島県出身。京都大学・

法卒。82年住友銀行入行。03年三
井住友銀行米州統括部長、09年執
行役員国際統括部長、12年常務執
行役員米州本部長、14年専務執行
役員国際部門共同統括責任役員、
16年取締役兼専務執行役員、国際
部門共同統括責任役員。（４月１日）

國部　毅
（三井住友フィナン
シャルグループ取
締役社長グループ
ＣＥＯへ）

三菱東京 
ＵＦＪ銀行

三
み け

毛　兼
かねつぐ

承

56年生。東京都出身。慶應義塾大
学・経済卒。79年三菱銀行入行。
04年東京三菱銀行総合企画室室長

（特命担当）、05年同執行役員総合
企画室室長（特命担当）、09年三菱
東京ＵＦＪ銀行常務執行役員、13
年専務執行役員国際部門副部門長、
15年米州ＭＵＦＧホールディング
スコーポレーション会長、16年三
菱東京ＵＦＪ銀行副頭取執行役員
国際部門共同部門長（おもに米州本
部担当）。（６月1₄日）

小山田　隆
（特別顧問へ）

みずほ銀行
藤
ふじわら

原　弘
こ う じ

治
61年生。広島県出身。早稲田大学
・商卒、ニューヨーク大学経営大
学院修了（金融学専攻）、マサチュ
ーセッツ工科大学経営大学院修了

（経営学専攻）。85年第一勧業銀行
入行。07年みずほ銀行経営企画部
参事役全銀協会長行室長、12年み
ずほフィナンシャルグループ執行役
員ＩＲ部長、14年取締役兼執行役
常務企画グループ長。（４月１日）

林　信秀
（取締役会長へ）
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